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１．契約対象工事名

２．申込みに係る金額（税込み）

３．契約対象工事の施工に要する費用の額（税込み）

４．不足額に相当する金額を自社で負担するための財源の確保方法

５．３の額を下回る金額で受注しようとする理由

支出負担行為担当官
　　法務省大臣官房施設課長 殿

平成 年 月 日　　　　
社 名 　　　　　　　　
代表取締役 氏　名　　印

　当社が下記工事の入札において申込みを行った金額は、積算内訳書に示すとおり、施工
に要する費用の額を下回っています。
　その不足額に相当する金額○○○円は、当社が契約の相手方となったときは、当社が本
社経費等から当該工事の実行予算における一般管理費等に計上した上で執行することと
し、下請予定業者や資材納入予定業者などの見積金額を故なく減額するなど下請予定業者
等にしわ寄せすることは致しません。
　また、工事の施工に当たっては、品質、安全等の確保に万全を期し、粗雑工事は行いませ
ん。
　
　以上のとおり誓約します。
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記


